
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 整備について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

   

～小平都市計画公園３・３・１号 鎌倉公園について～ 

小平市からのお知らせ 

鎌倉公園周辺にお住まいの皆様へ 
 
 現在、小平市では新小平駅南側周辺地域のまちづくりとして、小平都市計画公園３・３・１号（鎌倉

公園）と小平都市計画道路３・３・３号線（府中街道～山王通り）の都市基盤整備を進めております。 

鎌倉公園については、これまでアンケートやワークショップ等で様々なご意見をいただきながら検

討を重ね、この度、整備や活用等の方向性を示す「鎌倉公園整備基本計画」を策定しました。 

このお知らせでは、鎌倉公園整備基本計画に記載のある、整備イメージ及び整備の流れについて

ご案内します。 

令和３年４月 小平市環境部水と緑と公園課 

整備コンセプト：市の特徴的な農地の保全と農を身近に感じる都市公園 
 

将来にわたり小平市の原風景を守りながら、市民が農にふれ親しむことや、子どもへの環境教育など 

により、次世代へ農を伝える公園整備を行います。鎌倉公園の中心に農にふれあうエリアを整備し、その

周辺に防災や交流の機能を持った広場エリア、健康づくりができる子ども遊具・遊戯エリア・健康エリア

を整備します。その他、公園外周部の一部には散策路を整備します。 

         イメージ図１                      イメージ図２ 

 

 

 

 

 

 
 

        

注１：本計画は、農にふれあうエリアの整備について定

めたものであり、農施策の詳細は別途検討します。 

注２：遊具等の施設の設置にあたっては、今後のワークショ

ップ等で市民意見をいただきながら検討します。 

イメージ図１ 

イメージ図２ 

基本計画図 



 裏面もご覧ください 

〇 鎌倉公園は２．９ha と広大な公園であり、用地取得や整備には多くの費用と時間がかかる 

 ことから、一度に全ての整備は行わず、第１期と第２期に分けて段階的に整備します。 

〇 第１期整備においては、農地を中心とした優先整備区域に加え、一体的に整備することで効果

が見込める区域を、農にふれあうエリアや防災機能を有した広場、子ども遊具・遊戯エリアなど

として整備します。 

〇 第２期整備においては、公園機能を拡充するために、未整備エリアに加え、駐車場・駐輪 

場を整備します。 

〇 取得した用地の早期活用を図るため、一定のまとまった用地を取得した段階で、必要に応じ 

て工事を実施することを検討します。 

  

     整備の進め方について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和３年度のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ※上記の他に、市ホームページ等で随時情報提供を行います。 

※上記のスケジュールは新型コロナウイルス感染症の影響等で変更する可能性があります。 
   
このお知らせは、鎌倉公園周辺地域の皆様に配布しております。 

ご不明な点がございましたら、下記問合せ先までご連絡ください。 
 

 

 

 

整備段階 目標開園時期 

第１期 令和８年度頃 

第２期 
事業認可取得後 

７年程度 

問合せ 
小平市 環境部 水と緑と公園課 緑化推進担当     
TEL：042-346-9830   
E-mail：koen@city.kodaira.lg.jp 

凡例 

      ：優先整備区域 

：第１期整備区域 

      ：第２期整備区域 

１ 事業認可の取得・用地説明会の実施  

第１期整備範囲について、事業認可の取得を行います。 

用地取得の流れや補償制度を説明する用地説明会は、事業認可取得後速やかに行います。 

 ２ 農にふれあうエリアで取り組む内容の検討  

農にふれあうエリアで取り組む内容については、地域住民や児童・学生の農体験の場、市民菜園等の様々

な利用が考えられます。取り組む内容に併せ、管理施設の機能等を検討します。 

  

 
３ 公園施設の詳細検討  

子ども遊具・遊戯エリア、健康エリアに設置する遊具については、地域住民に日常的に使用され親しま

れる遊具となるよう、ワークショップなどの住民意見を聴く場を設け検討します。 

鎌倉公園整備基本計画 

は右 QR コードから 

確認できます。 

 


